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議題（３）今後の見直しについて 

 

１．本格運行に向けた流れ 

本格運行までのスケジュールと、抜本的見直し後の運行に対する市民部会および

専門部会の検討内容を示す。 
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２．分科会の検討結果 

（１）分科会の開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）検討結果 

①軽微な見直しについて 

・運行内容がすぐ変わることによる利用者の混乱発生が懸念されることや見直しには経費が

かかることから、早急に解決すべき問題が発生している場合のみ実施すべきである。 

・抜本的見直し後の運行は、当初運行と異なり、恒常的な遅延運行も発生していないことか

ら、早急に解決すべき問題はなく、軽微な見直しは実施しない。 

②本格運行に向けて 

・運行内容の定着化を図ったうえで、市民の交通行動の変化を踏まえた評価を行い、本格運

行に向けた効率的、効果的な運行内容の見直しを検討することから、利用実態を引き続き

把握するため、ＯＤ調査、バス利用者アンケート調査、市民アンケート調査など各種調査

を実施する。 

◆第８回市民部会 

開催日時：１2月２2日（金） 

午前 10時 00分 

開催場所：箕面市役所 

別館 6階 第 3会議室 

出 席 者：１５名 

内  容：見直し運行の状況報告 

見直し運行の運行内容について

の意見交換 

◆第９回市民部会 

開催日時：３月2日（金） 

午前 10時 0０分 

開催場所：箕面市役所 

本館３階 委員会室 

出 席 者：１５名 

内  容：平成２３年度の評価の報告 

     見直しの必要性についての検討 

     ⇒軽微な見直しの必要性について
     ⇒本格運行に向けた見直しに必要

なデータについて 

◆第５回専門部会 

開催日時：１２月２７日（火） 

午後４時00分 

開催場所：箕面市役所 

本館２階 第特別議室 

出 席 者：7名 

内  容：見直し運行の状況報告 

     市民部会における意見の報告 

◆軽微な見直しの必要性の有無を検討した。 

◆本格運行に向けて、見直すべき内容などを確認して、分析、見直しに必要な調査を検討した。

◆第６回専門部会 

開催日時：３月１６日（金） 

午前 10時 00分 

開催場所：箕面市役所 

別館３階 第４会議室 

出 席 者：６名 

内  容：平成２３年度の評価の報告 

     本格運行に向けた課題整理 

     ⇒軽微な見直しの必要性について 

     ⇒本格運行に向けた見直しに必要

なデータについて 
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３．本格運行に向けた見直しの考え方（案）について 

平成２５年度の本格運行に向けた見直しの考え方（案）は次の通りである。 

（１）軽微な見直しについて 

 
◆分科会での結果も踏まえて、必要性はないと判断できるため、軽微な見直しは実

施しない。 
◆分科会での結果も踏まえて、必要性はないと判断できるため、軽微な見直

しは実施しない。 

 

 

 

 

 

（２）本格運行に向けた見直しの進め方 

◆抜本的見直し運行（平成 23 年 9 月）の１年後に見直しするとなれば、現

在の運行実績や昨年 12 月に実施した各種調査をもとに検討する必要があ

る。 

◆しかし、昨年 12 月以降から利用者が増加していることから、運行実績や

利用者の交通行動を分析するには、引き続き見直すべき内容を整理して、

その改善策および必要なデータ、収集方法について整理・分析を行う必要

がある。 

◆本格運行に向けては、平成 24 年度中に、各種調査の実施、分析や市民意

見などの市民意向を踏まえつつ、利便性の追求だけでなく効率性等の運行

サービスのあり方を検討する。 

◆併せて、運行の財源について、本格運行時に持続可能なバスとするため、

利用者負担と行政負担のバランスを整理し、評価・見直しのなかで費用負

担のあり方を検討する。 
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